
 

 

 

 

 

 

 年が明けて、早いものでもう２月を迎えます。「２月は逃げる」「３月は去る」ともいわれるそうです

が、年度末に向けて一日一日を大切に過ごしていかなくてはと考えております。 

 学校では、様々な場面で１年の振り返りをしていますが、朝会での様子、授業での学習の様子など、

子どもたちの成長の様子をみることができます。 

 

 先日は、今年度最後の校内重点授業研究会を行いました。今年度は昨年度に引き続き、「外国語活動」

を中心に、「自分の思いを生き生きと表現する子どもの育成」をめざして、授業づくりに取り組んできま

した。さらに、子どもたちが、コミュニケーションをとおして、すすんで学び、伝え合うことを楽しむ

ことができるよう、指導の工夫に取り組みました。 

 

 今年度の校内重点授業研究会は、８回実施しましたが、各学級で活発な取組が繰り広げられました。 

最終回となった１月の授業研究会では、１年２組「いくつかな？～たのしく、かぞえて、いってみよう！

～」、３年１組「¨Are you a 〇〇？¨～十二支クイズをしよう！～」、５年 2組「Japanese food lunch

でもてなそう！～好きなものを聞いたり答えたりして、ランチを選ぼう～」と、助言者として教育委員

会指導主事を招き、３学級の授業をもとに振り返りをしました。 

 授業の終わりには、子どもたちが、次のような感想を振り返りカードなどに書いていました。 

 

・「いっぱいえいごで かずを いえたので、 これからも えいごをやりたいです。」(1年) 

 ・「おいこしゲームをやっていたら たのしすぎて、 かずを なんども いっちゃいました。」(1年) 

・「クイズの答えを英語でいうのはむずかしかったけれど、友達が教えてくれてうれしかった。」(3年) 

・「友達のヒントを聞いて英語で答えたり、自分でヒントを出したりすることができた。」(3年) 

・「英語ではうまく伝えられなくてもどかしいこともあったけれど、なんとか伝えることができてうれ

しかった。」(5年) 

・「自分たちが調べてきたことや経験をもとに、ジェニファー先生や来てくれた先生に和食のよさを伝

えることができた。」(5年) 

 

 どの学級も授業の終わりの感想がより具体的になってきたように思います。特に「外国語活動」は、

言語活動が中心になるので、担任たちは「（子どもたちが）使いながら学ぶ」ことができるように、様々

なしかけをしていました。コミュニケーションがより深まるように小グループを活用したり、コミュニ

ケーションをせざるを得ないような場をつくったりしながら子どもたちの意欲や興味を引き出しました。

子どもたちが真剣に互いの顔を見ながら夢中になって取り組む姿に、まだまだ伸びる可能性を感じまし

た。そして私たちの授業力をさらに磨いていかなくてはと思っています。 

 

 つい慌ただしくなりがちな年度末ですが、今月も子どもたちの成長した姿をしっかりと受け止め、次

のステップにつないでいく努力を惜しまず、皆でがんばります。 
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